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１．当四半期決算に関する定性的情報 

    当社は、平成28年４月１日に共同株式移転の方法により伊藤ハム株式会社、米久株式会社の完全親会社として設 

  立されました。 

 なお、当連結会計年度が第１期となるため、前連結会計年度及び前四半期連結累計期間との対比は行っておりま 

せん。 

（１）経営成績に関する説明 

    当第１四半期連結累計期間（平成28年４月１日～平成28年６月30日）におけるわが国経済は、企業収益や雇用等 

の改善傾向が続き緩やかな景気回復基調で推移しましたが、新興国及び資源国の経済鈍化による世界経済の下振れ 

リスク、不安定な為替相場や株価下落の影響に加え、英国のＥＵ離脱問題も発生し、先行きについては不透明な状 

況が継続しております。 

 当業界におきましては、国内食肉の相場が高水準で推移していることや食料品等の日常生活品に対する低価格志 

向が定着する中、企業間競争が激化するなど、厳しい事業環境が続いております。 

 このような状況の下、当社グループは、４月１日に共同株式移転による経営統合を行い、事業規模の拡大を図る 

とともに両社の強みを持ち寄り、シナジー効果を創出し、持続的成長と企業価値の向上に向けてグループ一丸とな 

って取り組んでおります。 

 当第１四半期連結累計期間の業績につきましては、売上高は1,965億32百万円、営業利益は45億26百万円、経常 

利益は51億16百万円となりました。また、特別利益に投資有価証券売却益を計上した結果、親会社株主に帰属する 

四半期純利益は、48億10百万円となりました。 

  報告セグメント別の業績の概況は、次のとおりであります。 

＜加工食品事業＞ 

 ハム・ソーセージにおいては、「Ｔｈｅ ＧＲＡＮＤ アルトバイエルン」、「御殿場高原あらびきポーク」等 

の主力商品を対象とした消費者キャンペーンやテレビコマーシャルを実施し、ブランド力の向上に取り組みました。 

また、コンビニエンスストア向けのウインナー・フランク類の売上が好調に推移しました。 

調理加工食品においては、ハンバーグ類・チルドピザ並びにコンビニエンスストア向けのワンハンドスナック類 

やトンカツ・ミートボールなどのデリカ商品の売上が大幅に伸長しました。 

 以上の結果、当第１四半期連結累計期間の加工食品事業の売上高は657億96百万円、営業利益は28億35百万円と 

なりました。 

＜食肉事業＞ 

国内事業については、牛肉は和牛相場が高止まりする中、交雑牛や輸入チルドビーフが好調に推移しました。豚 

肉については、国産の相場高騰により厳しい販売環境となりましたが、国産豚肉、輸入豚肉ともに販売数量を大き 

く伸ばしました。また、オリジナルブランドである六種の飼料にこだわった国産の「六穀豚」やカナダ産「麦の誉」、

「フランス麦の穂豚」の拡販に注力しました。鶏肉については、相場が下落する厳しい環境下でありましたが、国 

内・輸入共に販売数量は堅調に推移しました。 

海外事業については、アンズコフーズ社が為替の急激な変動や海外食肉相場下落の影響により、売上高が大幅に 

減少し収益性も低下しました。 

以上の結果、当第１四半期連結累計期間の食肉事業の売上高は1,306億99百万円、営業利益は19億98百万円とな 

りました。 
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（２）財政状態に関する説明 

〔資産、負債及び純資産の状況〕 

 当第１四半期連結会計期間末における総資産は、3,668億25百万円となりました。主な内訳は、現金及び預金 

416億59百万円、受取手形及び売掛金825億99百万円、商品及び製品544億66百万円等の流動資産が2,164億40百万 

円、有形固定資産831億24百万円、無形固定資産288億61百万円、投資その他の資産383億99百万円の固定資産が 

1,503億85百万円であります。 

 負債は、1,663億12百万円となりました。主な内訳は、支払手形及び買掛金646億79百万円、短期借入金213億 

16百万円等の流動負債が1,355億44百万円、長期借入金239億１百万円等の固定負債が307億68百万円であります。 

 純資産は、2,005億12百万円となりました。主な内訳は、資本金300億円、資本剰余金980億５百万円、利益剰 

余金660億72百万円等の株主資本が1,940億73百万円であります。 

（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明 

 平成29年３月期の第２四半期連結累計期間の業績予想につきましては、平成28年５月12日に公表しました業績 

予想を修正しております。詳しくは、平成28年７月27日に公表しました「業績予想の修正に関するお知らせ」を 

    ご参照ください。 

なお、平成29年３月期の通期連結業績予想につきましては、現時点では不確定要素も多いため、平成28年５月 

12日に公表しました業績予想を変更しておりません。 

２．サマリー情報(注記事項)に関する事項 

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

該当事項はありません。 

（２）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（会計方針の変更） 

  （平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関する実務上の取扱いの適用） 

当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、「平成28年度税制改正に係る減価償却方法の変更に関 

する実務上の取扱い」(実務対応報告第32号 平成28年６月17日）を当第１四半期連結会計期間に適用し、平成 

28年４月１日以後に取得した建物附属設備及び構築物に係る減価償却方法を定率法から定額法に変更しており 

ます。 

なお、当第１四半期連結累計期間の営業利益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益に与える影響額は軽 

微であります。 

（３）追加情報 

（連結子会社の事業年度等に関する事項の変更） 

   米久かがやき（株）他６社は決算日を３月31日に変更しております。この変更に伴い、当第１四半期連結累計 

期間においては、米久かがやき（株）他４社は平成28年１月１日から平成28年６月30日までの６ヶ月間、米久お 

いしい鶏（株）他１社は平成28年２月１日から平成28年６月30日までの５ヶ月間を連結しており、連結損益計算 

書を通して調整する方法を採用しております。 

  なお、決算期を変更した米久かがやき（株）他４社の平成28年１月１日から平成28年３月31日まで並びに米久 

おいしい鶏（株）他１社の平成28年２月１日から平成28年３月31日までの営業利益は５億49百万円、経常利益は 

５億62百万円、親会社株主に帰属する四半期純利益は４億55百万円であります。 

（繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針の適用） 

 「繰延税金資産の回収可能性に関する適用指針」（企業会計基準適用指針第26号 平成28年３月28日）を当第 

１四半期連結会計期間から適用しております。 



 伊藤ハム米久ホールディングス㈱（2296）平成 29 年３月期 第１四半期決算短信 
 

―4― 

３．四半期連結財務諸表 

（１）四半期連結貸借対照表 
          (単位：百万円)
          

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日) 

資産の部 

 流動資産 

  現金及び預金 41,659

  受取手形及び売掛金 82,599

  有価証券 10,000

  商品及び製品 54,466

  仕掛品 1,665

  原材料及び貯蔵品 18,578

  その他 7,498

  貸倒引当金 △27

  流動資産合計 216,440

 固定資産 

  有形固定資産 

   建物及び構築物（純額） 31,076

   機械装置及び運搬具（純額） 21,673

   工具、器具及び備品（純額） 1,197

   土地 26,368

   リース資産（純額） 1,415

   その他（純額） 1,391

   有形固定資産合計 83,124

  無形固定資産 

   のれん 26,768

   その他 2,093

   無形固定資産合計 28,861

  投資その他の資産 

   投資有価証券 29,078

   退職給付に係る資産 1,312

   その他 8,179

   貸倒引当金 △172

   投資その他の資産合計 38,399

  固定資産合計 150,385

 資産合計 366,825
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          (単位：百万円)
          

当第１四半期連結会計期間
(平成28年６月30日) 

負債の部 

 流動負債 

  支払手形及び買掛金 64,679

  短期借入金 21,316

  1年内返済予定の長期借入金 7,462

  1年内償還予定の社債 10,000

  未払法人税等 464

  賞与引当金 1,611

  その他 30,007

  流動負債合計 135,544

 固定負債 

  長期借入金 23,901

  退職給付に係る負債 2,149

  資産除去債務 1,102

  その他 3,615

  固定負債合計 30,768

 負債合計 166,312

純資産の部 

  資本金 30,000

  資本剰余金 98,005

  利益剰余金 66,072

  自己株式 △4

  株主資本合計 194,073

 その他の包括利益累計額 

  その他有価証券評価差額金 4,656

  繰延ヘッジ損益 △1,325

  為替換算調整勘定 △1,605

  退職給付に係る調整累計額 △2,132

  その他の包括利益累計額合計 △405

 新株予約権 101

 非支配株主持分 6,742

 純資産合計 200,512

負債純資産合計 366,825
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（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 

（四半期連結損益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 

          (単位：百万円)
          当第１四半期連結累計期間

(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

売上高 196,532

売上原価 166,405

売上総利益 30,127

販売費及び一般管理費 25,601

営業利益 4,526

営業外収益 

 受取利息 35

 受取配当金 156

 受取賃貸料 124

 持分法による投資利益 623

 その他 193

 営業外収益合計 1,133

営業外費用 

 支払利息 247

 不動産賃貸費用 47

 創立費 210

 その他 38

 営業外費用合計 542

経常利益 5,116

特別利益 

 投資有価証券売却益 1,774

 その他 82

 特別利益合計 1,857

特別損失 

 固定資産除却損 40

 その他 23

 特別損失合計 63

税金等調整前四半期純利益 6,910

法人税、住民税及び事業税 534

法人税等調整額 1,554

法人税等合計 2,088

四半期純利益 4,821

非支配株主に帰属する四半期純利益 11

親会社株主に帰属する四半期純利益 4,810
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（四半期連結包括利益計算書） 

（第１四半期連結累計期間） 
          (単位：百万円)

          当第１四半期連結累計期間
(自 平成28年４月１日 
 至 平成28年６月30日) 

四半期純利益 4,821

その他の包括利益 

 その他有価証券評価差額金 △1,703

 繰延ヘッジ損益 △687

 為替換算調整勘定 △1,053

 退職給付に係る調整額 △17

 持分法適用会社に対する持分相当額 △953

 その他の包括利益合計 △4,414

四半期包括利益 406

（内訳） 

 親会社株主に係る四半期包括利益 704

 非支配株主に係る四半期包括利益 △297
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（３）四半期連結財務諸表に関する注記事項 

（継続企業の前提に関する注記） 

       該当事項はありません。 

 

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記） 

         当社は、共同株式移転の方法により、平成28年４月１日付で伊藤ハム株式会社と米久株式会社の完全親会社 

       として設立されました。 

      この結果、当第１四半期連結会計期間末において資本金が300億円、資本剰余金が980億５百万円、利益剰余 

       金が660億72百万円、自己株式が△４百万円となっております。 

  

（企業結合等関係） 

 取得による企業結合 

 １．企業結合の概要 

 （1）被取得企業の名称及び事業の内容 

     被取得企業の名称  米久株式会社 

      事業の内容        食肉類（牛・豚・鶏・その他食肉）、加工品（ハム・ソーセージ・デリカテッセン） 

                        の製造及び販売など 

  （2）企業結合を行った主な理由 

        伊藤ハムグループでは、経営ビジョンである「アジアの中で最も信頼される食肉加工メーカーになる」 

      の実現に向けて、一層の海外市場の販売拡大を目指すとともに国内においてはナショナルブランドメー 

      カーとして、価値ある商品をお客様に提供するとともに、グループ全体の持続的成長の実現に努めてお 

      ります。このような状況の中、伊藤ハムグループでは中外食市場におけるより機動性の高い商品提案力 

      及びコスト競争力の強化、食肉事業におけるバリューチェーンの強化拡大といった点が将来の持続的な 

      成長には不可欠との課題認識をしておりました。 

       一方、米久グループでは、第５次中期経営計画のテーマである事業の濃淡付けと再編・再強化に、取 

      り組んでおり、今後も更なる成長の実現に向け、経営理念「私たちは食の歓びを創造し、人々に豊かな 

      くらしをお届けします」に基づき、積極的に事業を推進しておりますが、上記テーマの具体化には、コ 

      スト競争力を維持した上で、生産能力や販売拠点を更に拡大していく必要があるとの課題認識をするに 

      至りました。 

       かかる状況及び課題認識を踏まえ、伊藤ハム株式会社及び米久株式会社は、「更なる攻めの経営戦略」 

      を打ち立てていくことが重要であるとの共通認識の下に協議を重ねた結果、事業規模の拡大を図るとと 

      もに、両社の強みを持ち寄り、シナジー効果を発揮させることが重要との結論に至り、経営統合いたし 

      ました。 

 （3）企業結合日    

      平成28年４月１日 

 （4）企業結合の法的形式 

      株式移転による共同持株会社設立 

 （5）結合後企業の名称 

      伊藤ハム米久ホールディングス株式会社 

 （6）取得した議決権比率 

       100％ 

 （7）取得企業を決定するに至った主な根拠 

       企業結合に関する会計基準上の取得決定要素及び各種要因を総合的に勘案した結果、伊藤ハム株式会社 

     を取得企業といたしました。 
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 ２．四半期連結財務諸表に含まれる被取得企業の業績の期間 

     平成28年４月１日から平成28年６月30日 

 

 ３．被取得企業の取得原価及びその内訳  

      取得の対価      企業結合日に交付した当社の普通株式の時価    69,545百万円  

取得原価                                69,545百万円 

   

 ４．株式の種類別の移転比率及びその算定方法並びに交付した株式数 

 （1）株式の種類別の移転比率 

       伊藤ハム株式会社の普通株式１株に対して当社の普通株式１株、米久株式会社の普通株式１株に対して当 

     社の普通株式3.67株をそれぞれ割当て交付いたしました。 

 （2）株式移転比率の算定方法 

       伊藤ハム株式会社はみずほ証券株式会社を米久株式会社はプライスウォーターハウスクーパース株式会社 

     を、それぞれ第三者算定機関に任命し、株式移転比率の算定を依頼いたしました。当該第三者算定機関によ 

     る算定結果に基づき当事者間で協議の上、算定いたしました。 

 （3）交付した株式数 

       297,347,059株 

 

 ５．発生したのれんの金額、発生原因、償却方法及び償却期間 

 （1）発生したのれんの金額 

       26,392百万円 

 （2）発生原因 

       取得原価が受け入れた資産及び引き受けた負債に配分された純額を上回ったため、その超過額をのれんと 

     して計上しております。 

 （3）償却方法及び償却期間 

       19年間にわたる均等償却  
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（セグメント情報等） 

【セグメント情報】 

１．報告セグメントの概要 

当社グループの報告セグメントは、当社グループの構成単位のうち分離された財務情報が入手可能であり、 

取締役会が経営資源の配分の決定及び業績を評価するために、定期的に検討を行う対象となっているものであ 

ります。 

当社グループは、製品を基礎とした製品・サービス別のセグメントから構成されており、主にハム・ソーセ 

ージ及び調理加工食品等の製造、販売を事業領域とする「加工食品事業」と主に食肉の生産、処理加工及び販 

売を事業領域とする「食肉事業」の２つを報告セグメントとしております。 

 

  ２．報告セグメントごとの売上高、利益又は損失の金額の算定方法 

報告セグメントの利益は、営業利益ベースの数値であります。セグメント間の内部売上高又は振替高は、市 

場実勢価格等に基づいております。  

 

３．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

当第１四半期連結累計期間（自  平成28年４月１日  至  平成28年６月30日） (単位：百万円) 

 

報告セグメント 
その他 
（注）１

合計 
調整額 
（注）２ 

四半期連結
損益計算書
計上額 
（注）３

加工食品 
事業 

食肉 
事業 

計 

売上高    

外部顧客への売上高 65,796 130,699 196,495 36 196,532 － 196,532

セグメント間の内部 
売上高又は振替高 

1,929 6,251 8,181 168 8,349 △8,349 －

計 67,726 136,951 204,677 205 204,882 △8,349 196,532

セグメント利益 2,835 1,998 4,834 37 4,871 △345 4,526

      (注) １．「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、人事給与関連業務サービ

ス等であります。 

２．セグメント利益の調整額の主な内容は、のれんの償却額△347百万円等であります。 

３．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の営業利益と調整を行っております。 

 

    【関連情報】  

    １．製品及びサービスごとの売上高         （単位：百万円） 

  
  

当第１四半期 
自 平成28年 4 月  1 日 
至 平成28年 6 月 30 日 

ハム・ソーセージ        40,798 

食 肉             125,158 

調 理 加 工 食 品              28,273 

そ の 他               2,303 

合   計             196,532 

  

    ２. 地域別の売上高                   （単位：百万円） 

  
  

当第１四半期 
自 平成28年 4 月  1 日 
至 平成28年 6 月 30 日 

日 本        167,396 

ア ジ ア               7,057 

北 米               9,269 

オ セ ア ニ ア        5,773 

欧 州               5,665 

そ の 他               1,370 

合   計             196,532 

 


